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○生活体験や知識をもとに，世界とのつながりを感じ，自分の考えを発信・表現・行動

できる児童生徒

○世界の中の日本（日本人）として，そのあり方を考え，発信・表現・行動できる児童

生徒

＜仮 説 １＞五感を使った体験的な学習を設定することにより，世界とのつながり

を強く感じさせ，問題解決的な学習を行うことで，世界が抱える課題

を「自分ごと」として感じ，解決していく児童生徒を育成することが

できる。

＜仮 説 ２＞想いを発信したり，表現したりする活動を行うことで，グローバルな

視野に立ち考え行動する力を身に付けた児童生徒を育成することがで

きる。

世界に触れる

世界を考える
子ども一人一人が地球や世界が抱える課題を

「自分のこと」だと気付き，考える。（思考力）

自分と世界を

つなぐ

子ども一人一人が仲間と共に自分と世界のため

に主体的に行動する。（思考力・実践力）

子ども一人一人が自分の生活や地域を結び付けながら

地球や世界の現状に出会い，知る。（基礎力）

4 研究仮説

3 目指す子どもの姿

発信・表現・行動

子ども一人一人が力を発揮し，持続可能な平和な社会づくり

に向けてグローバルに考え行動する。（国際実践力）


